
審議件数 可決・採択
※

否決・
不採択

市長提出議案 21（4） 21（4）
 条例   8（2）   8（2）
 予算   5（2）   5（2）
 その他 8 8  
議員提出議案 2 2
陳情 5 0 5

※件数は、臨時会と定例会の合計で、括弧内は臨時会の件数です。

令和４年西東京市消防団出初式
毎年１月に実施される「西東京市消防団出初式」では、消火・救助活動の演技、
一斉放水など消防団の活動が披露され、西東京市議会議員も出席して消防活動の
様子を視察します。令和４年については、新型コロナウイルス感染拡大防止に配
慮して議長が西東京市議会を代表して出席し、他の議員の参加は見合わせました。
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予算特別委員会を開催し、一般会計補正予算等を審査しました。

議会運営委員会・委員外議員・正副議長にて、親子傍聴席などが新設された議場を視察しました
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令和４年2月15日
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令和３年

令和４年

第4回臨時会
第5回臨時会
第4回定例会

第1回臨時会

子育て世帯・非課税世帯等への臨時特別給付金等に関する補正予算を審査・可決しました

清瀬市の議会棟等の新施設・システムについて視察を行いました

7面へ

9面へ

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／広報委員会　発行／西東京市議会

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）



学校給食

ワクチン接種の様子

問　ゲノム編集食品が影響評価や表
示義務などの規制がないまま栽培と
販売が解禁されている。体への影響
が検証されていないゲノム編集食品
を給食食材に使用しないことを求め
るが見解は。
答　ゲノム編集は新しい技術である
ため、人体や環境などへの影響につ
いて分からない部分が多いとの情報
もある。西東京市学校給食食品購入
安全基準では、遺伝子組換えを制限
している食材もあることから、同様
に遺伝子操作を行うゲノム編集食品
についても慎重に判断していく必要
があるものととらえている。
問　高血圧に効くＧＡＢＡの成分を
増やした高ＧＡＢＡトマトの苗を、
販売会社が 2022 年から障害児介護
福祉施設に、 2023 年から小学校に
無料で苗を配布するそうだ。栽培す

れば最後は食べることになると思う
ので、無償提供を受けないことを求
めるが見解は。
答　現時点でそのような話はいただ
いてないが、いただいた場合は食品
の安全性を十分に勘案した上で適切
に判断する。

その他の質問
◇労働者協同組合法
◇ゼロカーボンシティなど

問　「新型コロナウイルス・オミク
ロン」第６波は大丈夫か。
今春の第４派はアルファ株、今夏の
第５波はデルタ株でオリンピックの
有無をも問われる感染拡大が起きて
いた。今は、南アフリカで発見され
たオミクロン株が世界を震撼させて
いる。これは感染力が非常に強く第
６波が懸念される。新変異株であっ
ても、守るべき対策に変わりはない。
今一度個々の人が感染予防の意識を
高めるなどと呼応し冷静に対応せよ。
また可能な限り経済活動との両立を
継続することが大切だ。
答　３回目のワクチン接種を計画的
に進め、適切に対応する。
問　長期に渡る新型コロナウイルス
感染拡大と、特に第５波の影響で経
済が衰退した。市内経済を下支えす
るための事業者支援策について、改

めて市の考えを問う。
答　市内事業者の状況を把握し、国
や東京都の経済対策を注視しながら
事業者支援対策を検討する。
問　愛知県の中学校で３年生が同級
生を刺すという痛ましい事件が起っ
た。西東京市で起こらないと言えな
い。真剣に考えよ。
答　教育委員会も学校と児童・生徒
を全力で見守る体制に取り組む。

子ども食堂への継続的な支援を！
問　子ども食堂は市民の手がける
「子どもがど真ん中のまちづくり」。
行政は市民の取組を応援すべきだ。
答　この間、活動状況の視察と意見
交換会を行い、改めて事業の必要性
を感じている。支援者に感謝しつつ、
継続的な支援を検討したい。
意見　来年度からの予算化を求める。
市が市内事業者の窓口となり食材・
寄附を受ける仕組みや、保管庫の確
保等も検討してほしい。
学校の合理的配慮を進めよう

問　障害のある子が教育を受ける権
利を行使できるよう、介助員制度の
抜本的見直しと配置時間の拡充、人
材確保の取組を求める。
答　来年度から保護者の介助実績を
廃止し、必要に応じて配置時間数を
追加、施設開放運営協議会など学校

協力者の介助員登録を可能とする。
官製談合させない指名停止基準へ
問　府中市で現職市議と市職員が関
わる官製談合事件が起きた。入札に
係る不正行為を抑止するため、市の
指名停止基準の見直しと不正業者の
情報公開を進めるべきだ。
答　市の入札の公正性を対外的に示
す姿勢は必要だ。他自治体の例を参
考に、情報公開を検討したい。

問　市長が考える西東京市の魅力と
は。
答　都心へのアクセスがよく、緑が
豊かで安らげる住環境が広がり、買
物なども便利で、心安らぐ暮らしや
すいところ。子どもの笑顔、笑い声
が聞こえてくるような子どもがど真
ん中のまちを築いていきたい。
問　本市の転出入の状況は。
答　令和元年度で、東京都内間での
転出入の増減を多摩地域自治体で比
較すると、西東京市は増加数が第１
位。近隣の武蔵野市、三鷹市、小平
市と過去３年間の総数で比較しても、
本市への転入が最も多い。
問　あらゆる部署が、子どもをど真
ん中に置いた視点で何ができるのか
を問い直すことが必要だ。
答　庁内全部署が次世代を担う子ど
もや若者に寄り添った政策を考え、

展開し、次の10年、20年、さらにそ
の先を見据えた行政運営を継続して
いく必要がある。
意見　子どもにやさしいまちと言え
ば西東京市と言われるようになって
ほしい。子育て中の現役世代が増え
れば、税収、地域活動の担い手を増
やしていくという意味でも、結果的
に高齢者を支える存在になっていく。

問　市長選挙の異議申立てで判決が
出た。どう受け止めたか。
答　司法の判断を尊重する。判決は
承知。原告の請求を棄却した。
問　棄却だが、池澤陣営の法定ビラ
は違法とされた。原告は上訴したが
被告は上訴していない。違法の判断
は生きている。選管はビラに違法を
発見した時どう対応するのか。
答　団体名等が書かれていなければ
記載を求める。
問　氏名類推事項が記載されている
場合はどうするか。
答　明らかに判断できれば指摘して
修正、削除を求める。
意見　実務上は対応するわけだ。
問　コロナ感染者は 4,000人余。２
年間で人口の２％だ。３回目の接種
をどう受け止めているのか。
答　厚労大臣の指示で追加接種に取

り組む。希望者に接種する。
問　２年間の治療の知見がある。ワ
クチン接種が不可欠なのか。
答　ワクチン接種と合わせて感染拡
大を防止したい。
問　接種の別なく感染する。医療行
為で解決するべきだ。
答　医療供給は強化されている。
意見　選択に役立つ情報が必要だ。

第４回定例会で26人の議員が行った主な内容についてお
知らせします。掲載内容は、各議員が執筆し、その責任のも
とに掲載しています。
質問の全文は会議録に掲載します。会議録の公開予定等
は10面をご覧ください。

一般質問とは、議員個人が市政全般について市長や教
育委員会などに質問することです。
西東京市議会では、答弁時間を含めて１人当たり50分
の持ち時間で行っています。

本会議の模様は議会インターネット中
継から視聴することができます。ＱＲ
コードからアクセスしてください。

※公開期間は、定例会分については、次の定例会の初日の録画中継が公開されるまで、
臨時会分については、公開の日から 3カ月間です。

子どもたちに、ゲノム編集作物を栽培させたり
給食食材に使用しないで！

生活者ネットワーク　後藤　ゆう子

子ども食堂支援と学校の合理的配慮
子どもに関する施策が一歩前進！

第６波に備えて
新型コロナウイルス　終息への願い

無所属①　小峰　和美 生活者ネットワーク　かとう　涼子

西東京市の魅力を積極的に発信せよ
「子どもがど真ん中」をあらゆる部署で！

市長選挙でのビラ、高裁が違法と判断。
ワクチン接種は任意だ。医療を充実させよ。

無所属④　田村　ひろゆき 無所属②　森　てるお

一般質問の要旨

西東京市
Nishitokyo City

令和4年（2022年）2月15日 第95号 2



自転車ナビマーク

田無庁舎

ひばりが丘中学校体育館

自動通話録音機イメージ

問　住居の確保が困難な方を支援す
るため、家賃補助制度を早期に導入
すべき。市の見解は。
答　今後、検討していく。
問　交通不便地域の解消に向け、移
動支援の取組を早期に進めるべき。
答　移動支援の早期実現を目指す。
問　障害のある方とご家族を切れ目
なく支援できるようケースワーカー
制を導入すべき。
答　障害のある方が安心して生活で
きる相談支援体制を構築する。
問　コロナ禍での妊娠出産や母子を
取り巻く環境を踏まえ、産後ケア事
業を実施すべき。
答　全国的に産後鬱による自死等の
問題も深刻化しており、事業の体制
構築は急務。各種調整を進める。
問　小中学生の不登校は過去最多。
子どもたちが自分らしく成長し自立

していける、多様な生き方を選択で
きる機会や場を拡充すべき。
答　保護者や児童生徒が必要な時に
進路の選択肢を広げる支援などを確
実に行える体制を強化する。
問　特殊詐欺被害防止のための自動
通話録音機の無償給付について、防
災センターのみでの配布方法を見直
すべき。
答　配布の仕方を検討する。

問　タブレットを活用した両庁舎間
のＷＥＢ相談体制の検討状況は。
答　令和４年１月下旬頃から試行実
施。検証内容等を精査し２月下旬頃
からの運用開始を目指す。
問　デジタル障がい者手帳を幅広く
活用できる環境整備を。
答　障がいのある方の社会生活を支
援する体制の充実に努める。
問　今年度中のゼロカーボンシティ
宣言に向けて数値目標を明確にと申
し上げてきた。検討状況は。
答　2030年度温室効果ガス削減目
標を2013年度比46％減。2050年度
までに温室効果ガス排出実質ゼロの
目標設定を検討。
意見　温室効果ガス排出実質ゼロ達
成に向けて、市の強い決意を示すべ
き。庁舎や学校など公共施設に二酸
化炭素排出ゼロ電力の導入を。

問　ヤングケアラー支援の検討状況
は。
答　ヤングケアラーに関わる関係部
署、機関が情報を把握し、要保護児
童対策地域協議会につなぐ情報共有
の仕組みづくりを検討する。
問　ハイリー・センシティブ・チャ
イルドへの理解と支援体制充実を。
答　学校において、児童生徒の繊細
さを理解し、指導、支援していく。

問　公明党は、つながりにくい予約
電話の体制の見直し等を要望した。
その結果、接種券発送の分散化の措
置が取られた。３回目接種の前倒し
について市長の見解を伺う。
答　医師会と調整し必要な対応を図
る。
各公共施設に学習スペース設置を！
問　以前から提案してきた公共施設
での学習スペースの設置だが、どこ
でやっているか市ホームページで一
元的にわかるサイトが必要ではない
か。また、各施設に学習スペースの
確保を改めて求める。
答　一括して市ホームページで案内
する等、利便性の向上を図る。また、
余裕スペースや空き時間を活用して
実現可能な施設から順次進める。
六角地蔵通りに路側帯設置を！

問　片側にしか路側帯が設置されて

いない六角地蔵通りへの外側線設置
を、４年前から求めてきた。検討状
況を伺う。
答　本年度一部区間に設置する。
ひばり中体育館にエアコン設置を！
問　ひばりが丘中学校体育館へのエ
アコンの設置を求める。また、屋上
プールに目隠し設置を求める。
答　来年度検証を実施する。プール
の目隠しは対応を調整する。

問　市の道路の安全通行のため、自
転車ナビマークの設置を求めてきた。
左側通行を徹底することで、逆走防
止ができる。検討状況を問う。
答　ナビマークは、自転車の交通量
が多く、事故の危険性のある区間や
自転車の乗り入れの多い駅周辺区間
など、歩行者、自転車、自動車が安
全に通行できる環境を整備するため
に、ピクトグラムを用いて路面に標
示する施策。現在、市内では都道を
中心に連続性などを考慮しながら、
交通管理者である警視庁が自転車ナ
ビマークの整備を進めている。本市
では、市道における自転車ナビマー
クの整備基準の策定を進めており、
整備基準の中で優先的に整備を検討
する路線も選定する予定。今年度中
を目途に策定し、早期の整備着手を
目指していく。

問　経済的に脆弱な母子家庭、解雇
等に直面する女性に、職業訓練の柔
軟化や託児サービス付与など、より
収入の高い就業を可能にする「求職
者支援制度」が全国で効果をあげて
いる。本市の取組強化を求める。
答　新たに立ち上げた庁内横断的な
調整会議を活用し、情報共有や連絡
調整を図り、困難を抱える女性への
支援に努めていく。

問　コロナ感染の第６波拡大に備え、
ワクチン接種と一体に、市独自のＰ
ＣＲ検査強化が必要だ。見解は。
答　国の無料検査体制実施に合わせ、
都でも体制を構築する。これにより
市の検査環境も拡充される。
意見　市として濃厚接触特定者以外
の検査料金自費負担軽減対応を。
問　市内感染者の自宅療養体制の抜
本的強化について所見を伺う。
答　国は全自宅療養者への健康観察
・診療体制を確保するとしている。
市として自宅療養者支援を継続し、
医師会との連携をさらに進める。
意見　都に対して多摩小平保健所の
体制強化を強く要望すること。
ゼロカーボンシティ宣言について
問　ＣＯＰ26のグラスゴー気候合意
等の成果を宣言にどう生かすのか。
答　国際社会の一員として、成果文

書を尊重し、ゼロカーボンシティを
実現する施策を考える。
問　2050年ゼロカーボンを目指す
にあたり、2030年はCO2半減に向け
た重要な節目になる。本市の 2030
年の位置づけについて見解を伺う。
答　中間目標を定める。第３次環境
基本計画策定に当たり、脱炭素社会
に向け目標や基本方針等は庁内検討
のほか、市民意見も取り入れる。

問　第３次総合計画における統合庁
舎についての検討状況を問う。
答　田無庁舎の耐力度調査の結果も
検証し、検討を進めていく。
問　コロナ第５波よりも、体制強化、
前倒し接種、治療薬確保等を進めよ。
答　東京都へ緊急要望した。
問　原油価格が高騰、燃料値上げの
影響と事業者支援について問う。
答　最重要課題、更に検討していく。
問　新型コロナ対策として全学校の
手洗いを、衛生的で節水効果がある
非接触型の自動水栓に改修せよ。
答　市立小中学校の手で握り回す蛇
口は、水飲み場が 2,225 個、トイレ
が764個。効果的な改修を検討する。
問　市民交流施設の名称統一など考
え方を整理すべきである。
答　令和４年度に名称統一を図れる
よう進める。

問　理学療法士や作業療法士の役割
は非常に大切である、連携状況は。
答　理学療法士協会とも協力し連携
事業普及啓発を行う。
問　橋梁の長寿命化に取り組め。
答　42橋全ての計画を見直す。
問　特殊詐欺撲滅を更に強化せよ。
答　高齢者にも更に注意喚起行う。
意見　銭湯の火を消してはいけない。

＊COP26（国連気候変動枠組条約第26回締約国会議）　国連の気候変動枠組条約に加盟している国が毎年開催する会議。世界の気候危機への対処について議論する。2021 年は英国スコットラン
ドのグラスゴーで開催された。

＊ハイリー・センシティブ・チャイルド（Highly Sensitive Child）　感受性が豊かで、他人の気持ちによく気が付く一方、周囲の刺激に敏感で傷つきやすい、非常に敏感な子のこと。

市民の実情を踏まえた行政サービスの
構築、見直しを！

脱炭素社会の実現。教育環境の充実。
子どもたちの未来を拓くまちづくりを。

西東京市議会公明党　大林　光昭 西東京市議会公明党　田代　伸之

市議会公明党は第 17次緊急要望書で
コロナワクチン３回目接種前倒しを要望！

かえで通りに市独自の自転車ナビマークを
設置し、通行の安全をはかれ！

西東京市議会公明党　佐藤　公男 西東京市議会公明党　藤田　美智子

第６波感染拡大に備え、ＰＣＲ検査拡充を！
脱炭素社会めざし、目標定めた計画策定を

コロナ第６波に備え全力で対応を
市内事業者を守れ

日本共産党西東京市議団　藤岡　智明 西東京市議会公明党　小幡　勝己
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田無駅北口アスタ南側歩道 子ども家庭支援センター相談の様子

投票箱への投函

LINE相談画面 西武柳沢駅東側４号踏切

問　アスタ南側の歩道一帯について、
現在ある「歩行者優先」の看板や路
面標示は認識度が低く、自転車に徐
行を促す実効性に疑問がある。当該
地で徐行していない自転車と接触事
故に遭ったとの話も市民から伺って
いる。実効性を持つ新たな標示が必
要と考えるが見解は。
答　現在ある標示に加えたさらなる
注意喚起の対策について、現地の状
況を確認した上で、警察とも相談し、
効果的な対応を検討したい。
市内事業者への事業承継支援

問　群馬県桐生市では市内事業者の
事業承継支援等についての相談窓口
を工夫もしながら設置している。本
市でもそのような相談窓口が必要だ
と考えるが、見解は。
答　現在は各事業者の状況把握に努
め、関連機関と連携しながら事業承

継の支援を実施している。
意見　まずは気兼ねなく相談できる
窓口の設置が必要と考える。また第
三者への引継ぎに関しては、本市の
創業支援事業とリンクできる可能性
もあると考える。

その他の質問事項
◇男女平等参画推進計画とジェンダ
ー平等

◇学生・若年層への支援　他

子どもへの虐待について
問　本市の令和２年度の虐待件数は
474 件で、令和元年度の 284 件か
ら約 1.6 倍も増えている。増加に伴
った職員加配はされているのか。一
時保護される件数は全体の約 16％
で、８割以上は保護されずに虐待す
る親元に戻されている現状と聞く。
一時保護されずに自宅に戻された子
の対応、虐待した親への対応につい
て伺う。
答　一時保護決定の際は、小平児童
相談所や警察署が子ども自身の入所
への意思を確認している。一時保護
されなかった場合においても、子ど
も家庭支援センターでは子どもが安
全な環境で過ごしていることを関係
機関と見守り確認しつつ、保護者へ
の指導や支援に取り組んでいる。職
員定数については、各部門の業務量

などの事情を踏まえ、適切に定めて
いく。身体的虐待等の深刻な事案に
ついては、警察署との情報共有や訪
問等を行っている。
意見　虐待通告件数が増えても、職
員が充分に対応できなければ救える
命も救えない。市長が言う「子ども
がど真ん中のまち」というなら職員
加配こそが必要だ。問題なのは一時
保護所に入れず、虐待した親元に戻
されてしまうという事実だ。警察の
介入もためらわずに行うべきだ。

精神的ＤＶは究極の支配
問　コロナ禍でＤＶ相談が増加して
いる。特に精神的ＤＶは究極の支配
と言われ、被害者の人生に大きな影
響を与えるため、アセスメント強化
など、重点的対応を図るべきでは。
答　配偶者による精神的ＤＶの相談
比率が高い。相談から保護に至るま
での迅速かつ継続的支援を行う。

児童虐待の増加と学校対応 
問　外出制限により、子育てに悩む
保護者の孤立リスクが高まる一方、
地域の子どもを見守る機会は減少し、
虐待の増加が懸念されるが市の現状
は。国全体では休校で学校経由の虐
待通告が減少したとの事だが状況は。
答　令和２年度の新規虐待相談は
474 件と過去最多。心理的虐待が
最多で面前ＤＶによる警察の通告も
多い。学校経由の通告はいまだに最

多で西東京ルールや定期的な虐待に
関する会議により早期発見に繋がっ
ている。

若者のこころの健康支援
問　若者のうつや自殺念慮の背景に
は、虐待、性被害、貧困ほか複雑な
問題が絡み合い伴奏型支援が欠かせ
ない。市のＬＩＮＥ相談の現状は。
答　運用４か月で登録308件、相談
77件、8月からＬＩＮＥ広告も実施。
今後も寄り添い型の運用を図る。

問　滋賀県野洲市では「生活保護の
申請は国民の権利です」とチラシやポ
スターで周知を図っている。これを
参考に生活保護制度の周知を。
答　生活保護を必要とする可能性は
どなたにもあり、先進自治体を参考
に制度の周知に努めていく。
特別障害者手当の詳しい周知を

問　特別障害者手当には、いくつか
の認定基準がある。基準を満たせば、
障害者手帳が無くても、介護保険の
介護度4・5 の人でも受けられる可能
性があることを周知せよ。
答　関係機関等への情報提供、情報
共有、情報発信を図っていく。
小中学校のタブレットについて

問　タブレットを活用した小学校の
授業を視察した。クラスの人数が多
い（35人～39人）と先生の２人体制が
必要と感じた。検討を求める。

答　授業の内容や活動によっては、
複数の教員やＩＣＴ支援員などと授
業を行っていると認識している。

東伏見４号踏切について
問　西武柳沢駅東側の東伏見４号踏
切は、踏切道の幅が狭く危険だ。早
急な踏切拡幅の対応を求める。
答　安全対策については、鉄道事業
者に対し、田無警察署と市で協議し
た内容を申し入れる予定である。

問　コミュニティ・スクールと地域
学校協働活動とは何か。
答　学校と保護者及び地域の方がそ
れぞれ主体的にどのような子どもた
ちを育て、何を実現するのかという
目標やビジョンを話し合い、共有す
ることで、地域と学校が一体となり
学校運営の改善や児童生徒の健全育
成など地域ぐるみの教育を目指す、
組織的、継続的な仕組み。学校の目
標やビジョンを共有し、地域と一体
となった取組を継続していきたい。
問　ウェブと実体験の関係について、
見解を伺う。
答　どの学年でも実体験が優先。特
に年齢が低い場合には、直接的な体
験を優先することが必要。オンライ
ン上の体験は実体験が困難であるも
ので、学習指導要領に示されている
内容の理解が進むものを選択するこ

とが重要。 
問　次期総合計画に職員が地域活動
に時間を使う制度設計など、職員と
地域の関わりについて盛り込むべき。
答　職員が地域に出て、活動してい
る方から直接見聞きし、コミュニケ
ーションを図ることは、市の業務を
進める上で有用。次期総合計画の策
定を進めていく中で、地域における
関係づくりを検討していきたい。

問　西東京市の開票はいつも遅い！
今回の衆議員選挙では人口が近い小
平市が夜11時39分に対し西東京市
は深夜２時だった。回示点検から随
時点検に変更し、大幅な時間短縮を
目指すべきと考えるが、見解を伺う。
答　他市を参考にしながら、効率化、
迅速化に向けて検討していく。
問　地域防災計画に記載がある西東
京市震災復興マニュアルは震災時復
興計画の前提となるものだが、探し
ても見つからない。策定状況は。
答　東京都震災復興マニュアルと整
合を図り、関係部署と調整し策定を
進める。
意見　災害時、支援を受け入れるた
めの受援計画やトイレトレーラープ
ロジェクトなど、真に災害に強いま
ちづくりに向けた取組を期待する。
問　東京2020パラリンピック大会で

は、西東京市が普及に力を入れるボ
ッチャで日本人が大活躍した。健常
者と障害者の交流を深め、同じ仲間
としてスポーツ振興のために協力す
る。そのサポートを市が積極的に行
うべきと考えるが、市の見解は。
答　スポーツ相談窓口の設置や西東
京市体育協会との連携により、誰も
が参加できるイベント開催や市内団
体のネットワーク化を進める。

＊特別障害者手当　精神または身体に著しく重い障害があり、日常生活において常時特別な介護が必要な在宅の 20歳以上の人に、月２万 7,350 円が支給される国の制度のこと。
　　　　　　　　　有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホーム、軽費老人ホームなどに入所している方も申請が可能。西東京市での申請やお問い合わせの窓口は障害福祉課。

田無駅北口アスタ南側歩道に自転車通行の
徐行を促す実効性ある新たな標示を求める

日本共産党西東京市議団　中村　すぐる

子どもへの虐待が増加も一時保護数はごく僅か。
職員を増やし、子どもを虐待から守れ！

日本共産党西東京市議団　大竹　あつ子

ＤＶ、児童虐待、若者のうつや自殺念慮
コロナ禍で傷付いた市民をいかに支えるか

コロナ禍の下、増えている生活困窮者
「生活保護の申請は国民の権利」の周知を

無所属③　納田　さおり 日本共産党西東京市議団　保谷　清子

子ども達には実体験が重要
市職員が地域に係わる仕組み作りをすべき

点検方式見直しで開票のスピードアップを！
震災復興マニュアル策定で真に強靭なまちへ

自由民主党西東京市議団　中川　清志 自由民主党西東京市議団　山田　忠良
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ひばりヶ丘駅北口

田無庁舎入口ディスプレイ GIGAスクール

柳沢図書館・柳沢公民館

田無駅前喫煙所

問　ひばりヶ丘駅が「本当に住みや
すい街大賞2022シニアランキン
グ」第１位になった。西武鉄道との
連携について、市内５駅のホームド
アの整備、西武新宿線の東西線乗入
れ、田無駅南口、市内新駅構想等は
現状どうなっているか。
答　１日の利用者数が10万人に満
たない駅へのホームドアの整備につ
いて国等の関係機関で調整を図りな
がら検討を行うと聞いている。市と
しては多摩北部都市広域行政圏協議
会を通して西武鉄道に対して、ホー
ムドアの整備等の推進について要請
を行っている。東京都の鉄道駅バリ
アフリーに関する優先整備の考え方
などを踏まえ、市内５駅へのホーム
ドアの整備に向けて西武鉄道と連携
を図っていきたいと考えている。東
京メトロ東西線と新宿線との相互乗

り入れついては、具体的な情報はな
い。旧田無市の都市ビジョン構想に
おける新駅については、平成16年
に西東京市都市計画マスタープラン
を策定した際に超長期的な課題であ
ると整理した上でその位置づけは継
承していない。地域の要望により新
駅を造る場合は、一般的には設置に
かかる費用は全て地元自治体が負担
するということで伺っている。

問　ＧＩＧＡスクールのタブレット
の家庭での利用についてルールを作
るべきだと考えるが見解を問う。
答　学校や保護者等を交えた懇談会
を開催して、タブレットの使い方や
子どもたちをどのように育てていく
かについて意見交流をする機会を設
ける予定である。
意見　子どものインターネット依存
が社会問題化している。ある中学生
の保護者から「学校のタブレットで
子どもが長時間動画ばかりを観てい
て家庭学習が疎かになっている。視
力の低下も気になっている。」と相
談を受けた。学校が貸与したタブレ
ットは、教育委員会が家庭での利用
のルールについて積極的に関与すべ
きである。学校・児童生徒・保護者
３者での合意を前提に、タブレット
を利用できる時間帯を制限したり、

タブレットを自宅に持ち帰るかどう
かを選択できるようにするなど検討
をすべきだと考える。以上を意見交
流会に提案することを希望する。

その他の質問
◇住民投票と地方参政権について
◇生涯学習の体制について
◇施設別行政コストの算定について
◇ＳＮＳを利用した道路の通報シス
テムについて

問　西東京市と田無警察署が、特殊
詐欺撲滅宣言を発した。この宣言に
より、どの様な取組が出来るのか。
答　撲滅宣言に合わせて、特殊詐欺
被害防止動画を作成し公開した。
問　特殊詐欺抑止に有効である自動
通話録音機だが、都の補助が無くな
ると聞いている。給付は、どの様な
形となるのかを問う。
答　都の補助が無くなった場合、消
費者庁の制度を活用し、特にリスク
の高い市民に設置出来るよう、田無
警察へも配布する。
問　ひばりヶ丘駅北口の交通ネット
ワークにとって重要な都市計画道路
３・４・13号線の進捗状況と道路整
備による効果を問う。
答　現在、東京都は事業用地取得に
向け用地交渉を進めており、新座市
は用地交渉に向けた準備を進めてい

る。この道路が整備されることによ
り、東西方向の交通ネットワークが
強化され、公共交通空白地域・不便
地域解消の可能性も高い。
問　都市計画道路整備後には、以前
はなバスの運行を検討するとの答弁
があったが、考えを問う。
答　道路整備完了後、まずは路線バ
スの誘致を行った上で、必要に応じ
てはなバスの運行を検討する。

市の各種計画について
問　コロナ禍で保谷庁舎建物、旧市
民会館の解体が１年延期した。また
各種計画の策定に住民参加が求めら
れているが、コロナ禍で市民意見の
聴取が困難な状況であった。新たな
意見聴取方法を検討すべきだ。
答　意見聴取の方法や、職員自ら市
民の輪に入るなど工夫していきたい。

電子書籍について
問　令和２年第２回の一般質問でも
提案した。電子図書は休館日、夜間
も利用でき読み上げ機能などもある。
利便性向上のためにも早急に導入す
べきだ。現在の検討状況は。
答　電子書籍導入自治体のアンケー
トを分析し、調査研究を進めていく。

福祉避難所について
問　２次避難所としてではなく、一
般の避難所同様に直接避難する仕組

みが必要だ。大切なのは高齢者や障
がい者が自ら避難したい場所を自分
で決められることだ。早急に検討せ
よ。
答　市民の安心安全に資するか検討
していく。

その他質問項目
◇柳沢公民館の改修について
◇障がい者福祉施策について
◇産業振興について
◇公園行政について

問　市内の感染状況、接種率、３回
目の接種予約に関する状況を伺う。
答　感染者数は８月第２週の 399
人をピークに 11月３週目以降１名。
２回目接種率は 12 月６日現在、12
歳以上対象者で 84％、高齢者で 92
％。３回目は原則８ヶ月目に合わせ
接種券を郵送。電話予約等も拡大し
ている。
問　旧保谷庁舎解体時に日本救助犬
協会の訓練が行われた。状況は。
答　20 頭以上が参加し、警察警備
犬等と合同で普段できない訓練を実
施。感謝状も頂き、今後も協力して
いく。
問　近隣で本市のみ各駅の喫煙所が
閉鎖中だ。ポイ捨て、マナー違反も
散見される。今後の対策は。
答　コロナ対策で４月末から閉鎖中。
街の美化を進める市民会議の意見・

喫煙者と非喫煙者の立場を考慮し、
検討し直す。
意見　完全分煙ができる施設の建設
を早急に望む。また、民有地での喫
煙所の整備等も検討して欲しい。
問　最近悪質な訪問販売やチラシの
配布があると見聞きする。対応は。
答　雨どい交換や屋根の修理等のト
ラブル報告が多い。ホームページ等
で注意喚起をしている。
意見　目立つ市内循環の青パト等で
の注意喚起を行って欲しい。

立地適正化計画と用途地域見直し
問　計画策定のメリットは。
答　位置付けることで国の財政支援
や都市計画税の充当が認められる。
問　計画策定の令和５年に向け、用
途地域の変更はどのようになるか。
答　都市計画道路沿道と低層住居専
用地域の建蔽率、容積率の見直しを
検討する。
意見　一種住専に関して 50 の 100
と統一的な検討をしていただきたい。
新座市側の図書館利用負担金

問　利用実態に見合う負担金支払い
を新座市に求めるべき。交渉状況は。
答　物件費等1,088万9,000円と算出
し負担金の変更を二度に渡り申し入
れた。負担金変更はしないとの回答。
問　新座市の回答には「これまでの
額での利用継続がならない場合は、
連携協力に影響が及ぶ」などと記載

されている。本市の税金を使って、
新座市に図書貸出業務を行っている。
来年度以降どのように対応するのか。
答　新座市の対応によって考える。
商店会イベント補助率見直しを

問　コロナ禍においてイベント開催
が難しい状況が続いてきた。時限的
でよいので来年度イベント補助率の
引上げを行い起爆剤とすべきである。
答　意見交換を行い支援に努める。

ひばりヶ丘駅は住み易さ１位！西武新宿線の
東西線乗入れ、田無駅南口、市内新駅構想は？

ＧＩＧＡスクールのタブレット
家庭での利用についてルールを！

自由民主党西東京市議団　坂井　かずひこ 自由民主党西東京市議団　冨永　雄二

特殊詐欺撲滅宣言と
ひばりヶ丘駅周辺のまちづくりについて

ウィズコロナ、ポストコロナ後のまちづくり
未来に向けての制度をつくる！

自由民主党西東京市議団　田中　のりあき 自由民主党西東京市議団　酒井　ごう一郎

用途地域の変更と都市計画税の有効利用を
新座市には適正な利用負担金を求めよ！！

コロナ対策、公共施設解体時の有効利用、
駅の喫煙所、訪問販売・チラシについて　他

自由民主党西東京市議団　小林　たつや 自由民主党西東京市議団　稲垣　裕二

西東京市
Nishitokyo City
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市民農園

ひばりが丘中学校開校60周年記念式典 関東市議会議長会オンライン会議

西東京市ホームページトップ

問　市内には、都道に架かる９つの
歩道橋があるが、全て竣工後 47 年
から 54 年が経過している。通学路
として利用している歩道橋もある。
市は管理内容などを東京都と情報共
有すべきではないのか。
答　今後、教育委員会が修繕の必要
性などを確認した場合には、東京都
の管理担当者へ情報提供をする。
問　通学路で歩道がない道路では、
車歩道が路側帯で区切られているが、
路側帯や横断歩道などの白線が消え
かけているのを多く見かける。この
状態で、子どもたちの安全を確保で
きるのか。
答　八街市で起きた痛ましい事故を
受け、通学路を総点検し、再塗装が
必要な箇所は対応を進めている。
問　４月より全ての小中学生に貸与
されたタブレットだが、小学１・２

年生は、荷物が重くなることや登下
校時の破損リスクを考え、学校で保
管すべきではないか。
答　重さなどの課題があることも認
識しているが、家庭での調べ学習や
充電等での活用も想定している。

その他の質問
◇新型コロナウイルス感染症対策
◇石神井川上流第一調節池（仮称）
事業

問　子どもから見た、子どもがど真
ん中のまちづくりとは。見解は。
答　まち全体で子どもの育ちを支え
ていくことを目的としたまちであり、
全ての人にやさしいまちだ。
問　本市の新型コロナ感染者数は多
い。どのように対応しているのか。
答　市民の感染対策への協力やワク
チン接種率の向上により、新規感染
者は減少した。新変異株対策も行う。
問　サイクリング道路と市道の交差
点、田無高校正門脇交差点は危険だ。
答　現地の状況を確認し、田無警察
署とも協議し安全対策を検討する。
問　小中学校でのインフルエンザ予
防のため、加湿器を増設せよ。
答　今年度補正予算の学校配当予算
の中で、学校判断で設置できる。
問　就学前教育は多種多様で１年生
担任にとまどいもあると聞く。入学

後に確実につなげるものが必要だ。
答　新しい「幼保小の架け橋プログ
ラム」の策定に合わせ、スタートカ
リキュラムを見直し、幼保や小学校、
保護者に周知し安心して入学できる
環境を作る。
問　市民農園の需要と場所の確保は。
答　年々応募が多くなり、令和３年
の応募率は３倍である。令和４年４
月より新たに３園開設する。

高齢者の情報格差について
問　今はパソコンやスマホなどのデ
ジタル機器で最新の情報を得る方が
増えてきているが、まだまだ高齢の
方の大半は紙媒体で情報を得ている
のが現状である。現在の取組、今後
の展開を伺う。
答　都が実施した高齢者スマホ普及
啓発事業への参加、スマホ講座、高
齢者の為の相談会を開催している。
意見　ペーパーレス化が進んでいる
が紙媒体をすぐになくすことは難し
い。今後、高齢の方にデジタル機器
に慣れてもらうことが重要となる。
引き続き、相談会などの開催と、デ
ジタル機器購入に伴う費用の補助等
をお願いしたい。

視覚障がい者支援について
問　これまで音響式信号機やエスコ
ートゾーンの設置要望はあったか。

答　令和２年６月に要望書を頂いた。
問　要望書が出され１年以上経って
いるが、その後の検討状況は。
答　田無警察署からは「検討中であ
り、設置する場合は利用状況や沿道
住民の理解が必要」と伺っている。
意見　一度言って終わりではなく、
定期的に検討状況を確認し、今後は
もっと行政側から歩み寄るような体
制をお願いしたい。

クリック

写真がスライドで
表示されるように
なりました

議会日程がわかる
カレンダーを導入
しました

各項目に
アイコンが
つきました

子ども向けの
キッズページが
できました

トップページから
議会だよりに
アクセスできます

他にも新しいページの追加が
予定されています。

西東京市議会では、市民に開かれた議会を目指し、政務活動費のマニュアル
作成、市議会ホームページのリニューアル、議会報編集方針の作成など、積極
的に協議を進めています。
特に政務活動費の使途については、透明性の確保が求められるものでありま

す。適正な執行管理に努めるため、活動費の使用について明確化していきます。
また、議会運営の効率化のため、タブレット端末の導入を進めています。議

会資料閲覧システムを導入した端末を議員に１台ずつ配布することで単に紙
資料をデータ置換するにとどまらず、クラウドを活用したデータ共有やペー
パーレス環境下での会議運営、災害対応の機能をも期待されます。
今後も、新型コロナ感染症対策を行いつつ、議事機関としての責務を果たし

ます。

議会ホームページをリニューアルしました！
市のホームページのリニューアルを契機に、市議会のページ
のリニューアルを行いました。
写真のスライドショーが追加されたり、市議会の主な公務に
ついて掲載される議会カレンダーが追加されるなど、新しい
項目も増えました。
この機会にぜひアクセスしてみてください。

安全な通学路の確保！
子どもたちを守るのは大人の責任

立憲フォーラム　森　しんいち

サイクリング道路と市道は数カ所交差する
時々危険な状況を目にする、安全対策をせよ

自由民主党西東京市議団　遠藤　源太郎

老若男女問わず
誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりを

立憲フォーラム　佐藤　大介

議長公務

議会 NEWS 西東京市議会 検索

西東京市
Nishitokyo City
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14億9,305万4,000円

13億3,312万3,000円

1億4,800万円

13億2,402万円

33億9,865万7,000円

※843億7,531万5,000円

第６号

第７号

第８号

第９号

第10号

主な補正内容補正予算 金額

※予算現額は補正予算（第1号～第10号）を含みます。

・新型コロナワクチン接種事業費の追加
・新型コロナウイルス感染症対策に係る各種事業
　の追加

・子育て世帯臨時特別給付金給付事業費等の追加
・子育て世帯臨時特別給付金の年内一括給付に向
　けた対応

・住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費
　の追加
・新型コロナウイルスワクチン接種事業費の追加

予算現額

◆
一
般
会
計
（
第
６
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14

億
９
千
305
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
781
億
７
千
151

万
５
千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
費
の
追
加
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係

る
各
種
事
業
の
追
加
。
ま
た
、

そ
の
調
整
に
伴
う
基
金
の
繰
越

な
ど

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
財
政
調
整
基
金
の
今
後
の
コ

ロ
ナ
対
策
事
業
へ
の
活
用

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
交
付
見
込
み

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
追
加
接
種
の
予
算
が

必
要
に
な
っ
た
経
緯

・
予
防
事
故
発
生
調
査
費
の
充

当
先
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
故

の
医
療
機
関
等
と
の
情
報
共

有
及
び
再
発
防
止
策
、
副
反

応
の
相
談
先

・
非
接
触
型
検
温
器
の
公
共
施

設
へ
の
配
置
状
況
、
選
定
機

種
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
接
種
の
全
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
民
周
知

方
法
、
接
種
体
制
の
確
保
、

３
回
目
の
接
種
率
の
想
定
、

相
談
予
約
体
制
、
休
日
対
応
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
委
託
概

要
、
西
東
京
市
医
師
会
と
の

協
力
・
調
整
状
況

・
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の
対

応
及
び
不
利
益
の
回
避

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
運
営
補
助
金
の
対
象

事
業
所
数
の
変
化
、
前
回
執

行
率
と
補
助
実
績

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
介
護
事
業
所
等
補
助

金
の
対
象
経
費
、
事
業
所
か

ら
の
要
望

・
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
配
置
支
援
事
業
の
評

価
と
課
題
、
教
員
補
助
の
業

務
内
容
と
今
後
の
活
用
、
学

校
か
ら
の
意
見

・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
費
用
、

運
用
状
況
、
今
後
の
選
定
科

目
、
教
員
の
負
担
軽
減

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
し
て
い
た
図
書
館

事
業

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
７
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
13

億
３
千
312
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
795
億
463
万
８

千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
の
追
加
と
、
そ
れ
に
伴
う
基

金
の
調
整
な
ど

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
予
算
編
成
の
考
え
方
、
国
庫

補
助
金
と
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
の
財
源
の
調
整

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
の
事
業
内
容
、
対
象

者
、
支
給
時
期
、
所
得
制
限

の
判
断

・
給
付
事
業
に
関
し
て
、
国
に

対
す
る
市
か
ら
の
意
見

・
２
回
目
の
支
給
に
対
す
る
市

の
方
針
、
地
域
経
済
対
策
の

考
え
、
市
長
の
見
解

・
申
請
が
必
要
な
方
の
人
数
の

想
定
、
周
知
方
法
、
申
請
後

の
支
給
時
期

・
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
人
へ

の
市
の
考
え

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
８
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
４
千
８
百
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
796
億
５
千
263

万
８
千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　
当
初
予
算
編
成
後
に
生
じ
た

新
規
・
追
加
の
財
政
需
要
へ
の

対
応
と
、
そ
れ
に
伴
う
基
金
の

調
整
な
ど

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
年

度
末
見
込
残
高
、
使
用
す
る

基
準
、
財
政
調
整
基
金
の
残

高
の
考
え
方

・
徴
税
費
の
還
付
金
・
還
付
加

算
金
の
詳
細
、
内
訳
、
件
数
、

今
年
度
の
特
徴

・
消
防
委
託
負
担
金
の
算
定
方

法
と
今
年
度
の
変
更
点
、
補

正
係
数

・
今
年
度
の
消
防
訓
練
の
実
施

状
況
、
救
急
業
務
に
お
け
る

変
化
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
９
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
13

億
２
千
402
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
809
億
７
千
665
万

８
千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
の
追
加
と
、
年
内

現
金
一
括
給
付
に
向
け
た
対
応

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
に
国
庫
支
出
金
を
財

源
と
し
た
考
え
方
、
一
般
財

源
の
対
象
経
費
、
財
政
調
整

基
金
の
残
高

・
現
金
一
括
給
付
の
決
定
の
経

緯
、事
業
総
額
、事
務
手
続
・

事
務
費
の
変
更
、
他
市
の
状

況
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
支
給
し

た
場
合
と
の
比
較

・
申
請
が
必
要
な
方
へ
の
周
知

方
法
、
申
請
期
限
の
設
定
の

考
え
方

・
基
準
日
後
に
離
婚
、
Ｄ
Ｖ
被

害
に
よ
る
避
難
等
状
況
が
変

更
と
な
っ
た
方
へ
の
対
応

・
給
付
金
対
象
者
の
所
得
制
限

撤
廃
の
考
え
方

・
現
金
一
括
給
付
に
関
す
る
市

長
の
考
え
方
の
表
明

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
10
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
33

億
９
千
865
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
843
億
７
千
531

万
５
千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
費
の
追

加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
費
の
追
加

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
住
民
税
課
税
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
給
付
事
業
の
概
要
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
周
知
方
法
、

相
談
窓
口
、
生
活
保
護
世
帯

へ
の
支
給
、
非
課
税
世
帯
の

状
況

・
Ｄ
Ｖ
で
避
難
さ
れ
て
い
る
方

や
長
期
療
養
中
の
方
等
の
申

請
方
法
、
口
座
の
な
い
方
へ

の
対
応
、
視
覚
障
害
者
、
認

知
症
、
外
国
人
等
の
社
会
的

弱
者
の
方
の
申
請
支
援

・
家
計
急
変
世
帯
の
把
握
の
仕

方
、
申
請
が
必
要
と
な
る
こ

と
の
周
知
方
法
、
基
準
日
後

の
離
婚
等
で
対
象
外
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
方
へ
の
市
独

自
施
策
の
検
討

・
給
付
金
事
業
の
事
業
報
告
と

効
果
検
証

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
接
種
に
関
し
て
、

接
種
間
隔
を
前
倒
し
す
る
方

へ
の
接
種
券
の
発
送
方
法
、

周
知
方
法
、
ワ
ク
チ
ン
供
給

の
見
込
み
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

別
・
新
た
に
対
象
と
な
る
小
児
の

接
種
体
制
、
接
種
日
時
、
接

種
後
の
児
童
・
生
徒
の
欠
席

に
対
す
る
取
扱
い
、
接
種
を

受
け
な
い
児
童
・
生
徒
へ
の

い
じ
め
、
差
別
へ
の
対
応
、

小
児
接
種
用
の
案
内
文
書

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費
の
総
額
、

国
の
補
助
金
の
交
付
時
期

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
傍
聴
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
点
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

１.  

傍
聴
当
日
朝
に
検

温
し
て
い
た
だ
き
、

発
熱
や
咳
等
の
症

状
が
あ
る
場
合
、

傍
聴
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

２.  

マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

３.  

傍
聴
席
に
入
る
前

に
、
置
い
て
あ
る

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
に
て
手
指
の
消

毒
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

傍
聴
の
届
出
の
際
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

記
入
チ
ェ
ッ
ク
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

他
の
傍
聴
者
と
の
間

隔
を
空
け
る
た
め
、

傍
聴
席
数
を
制
限
し

て
い
ま
す
。

※

本
会
議
・
常
任
委
員

会
の
模
様
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開

予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

第
４
回
臨
時
会

令
和
３
年
度
補
正
予
算

第
４
回
定
例
会

令
和
３
年
度
補
正
予
算

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

令
和
３
年
度
補
正
予
算

令和３年度一般会計補正予算（第６号～第10号）の概要

市
議
会
の
傍
聴

西東京市
Nishitokyo City

令和4年（2022年）2月15日 第95号7



企画総務委員会

建設環境委員会

文教厚生委員会

＊東京都人事委員会の勧告　東京都人事委員会が、都職員の一般職職員の給与その他の勤務条件について、社会一般の情勢に適応させるよう、都議会及び知事に対して行う勧告のこと。

「
西
東
京
市
中
小
企
業
事
業
資

金
融
資
あ
っ
せ
ん
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
の
産
業
競
争
力
強

化
法
の
改
正
に
伴
い
、
本
市
の

条
例
に
基
づ
く
融
資
あ
っ
せ
ん

の
要
件
中
「
特
定
創
業
運
転
資

金
・
特
定
創
業
設
備
資
金
・
特

定
創
業
運
転
資
金
・
特
定
創
業

設
備
資
金
」
に
係
る
規
定
の
整

備
を
行
う
。

【
主
な
質
疑
】

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に

資
す
る
事
業
へ
の
融
資
あ
っ
せ

ん
要
件
を
市
独
自
で
変
更
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

答　
今
後
、
中
小
企
業
等
資
金

融
資
検
討
委
員
会
と
い
っ
た
場

で
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
市
内
中
小
事

業
者
の
資
金
調
達
需
要
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
各
実
績
は
、

事
業
資
金
融
資
実
行
件
数
が
39

件
、
創
業
資
金
融
資
実
行
件
数

が
14
件
、
借
換
え
資
金
融
資
実

行
件
数
が
７
件
。
令
和
２
年
度

は
国
や
東
京
都
に
お
け
る
融
資

制
度
を
活
用
す
る
事
業
者
が
多

か
っ
た
。
本
市
で
は
10
月
か
ら
、

償
還
ま
で
の
利
子
負
担
及
び
保

証
料
を
全
額
補
助
す
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

運
転
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
」
を
創
設
し
、
171
件
、
７
億

２
千
40
万
円
が
実
行
さ
れ
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
長
期
優
良
住
宅
の
認

定
申
請
手
数
料
を
、
東
京
都
の

「
西
東
京
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
一
般
職
の
職
員
の
期

末
手
当
の
見
直
し
に
伴
い
、
関

連
す
る
規
定
の
整
備
を
す
る
も

の
で
、
本
年
10
月
15
日
、
東
京

都
人
事
委
員
会
よ
り
、
特
別
給

に
お
い
て
、
年
間
支
給
月
数
を

４.

55
月
か
ら
４.

45
月
に
引
き

下
げ
、
期
末
手
当
で
実
施
す
る

と
い
う
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
期
末
手
当
の
年
間

支
給
月
数
の
0.1
月
分
の
引
き
下

げ
を
行
う
。
今
回
の
改
正
に
伴

う
影
響
額
は
、
約
３
千
６
百
万

円
の
見
込
み
。
改
正
内
容
と
し

て
は
、
一
般
職
の
期
末
手
当
年

間
支
給
月
数
を
４.

45
月
に
、

再
任
用
職
員
は
２.

35
月
に
、

特
定
任
期
付
職
員
は
３.

35
月

に
す
る
も
の
。

「
西
東
京
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
常
勤
の
一
般
職
員
の

期
末
手
当
の
支
給
月
数
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関

連
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

改
正
内
容
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
支
給
月
数
を
0.1
月
分
引

き
下
げ
て
2.4
月
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧

告
に
従
わ
な
い
こ
と
は
可
能
か
。

答　
本
市
は
人
事
委
員
会
を
設

け
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告
を

踏
ま
え
て
改
定
を
行
っ
て
き
た

「
東
京
都
市
町
村
公
平
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
東
京
都
市

町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
秋
川
流
域
斎
場
組
合

よ
り
東
京
都
市
町
村
公
平
委
員

会
の
共
同
設
置
に
加
入
し
た
い

旨
の
連
絡
が
あ
り
、
東
京
都
市

町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規

約
を
変
更
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
変
更
に
伴
う
、
負
担
金
の

本
市
へ
の
影
響
は
。

答　
職
員
数
割
の
単
価
及
び
均

等
割
の
単
価
に
変
更
な
く
、
影

響
は
な
い
。

問　
加
入
後
の
本
市
か
ら
の
相

談
実
績
は
。
会
計
年
度
任
用
職

員
も
相
談
可
能
か
。

答　
相
談
実
績
は
、
措
置
要
求

が
１
件
。
不
利
益
処
分
が
１
件
。

苦
情
の
相
談
は
平
成
29
年
度
３

件
、
平
成
30
年
度
１
件
。
会
計

年
度
任
用
職
員
も
一
般
職
の
職

員
と
い
う
こ
と
で
該
当
す
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
住
吉
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
令
和
４
年
４
月
に
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
ど
も
の

発
達
セ
ン
タ
ー
ひ
い
ら
ぎ
に
関

す
る
事
業
等
を
改
正
す
る
。
主

な
概
要
は
、
名
称
を
「
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
い
ら
ぎ
」

に
改
め
、
国
の
定
め
に
基
づ
く

本
市
に
お
け
る
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
を
規
定

す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
相
談

記
録
の
今
後
の
目
指
す
方
向
は
。

答　
現
状
は
紙
ベ
ー
ス
だ
が
電

子
化
を
目
指
し
、
将
来
的
に
は

関
係
部
署
と
の
情
報
連
携
、
環

境
整
備
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

問　
市
内
全
域
の
児
童
発
達
支

援
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

答　
ひ
い
ら
ぎ
が
持
つ
知
見
、

質
の
部
分
を
共
有
化
す
る
中
で
、

療
育
の
環
境
を
広
げ
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を
見
直
す
と
と
も
に
、

未
就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均

等
割
額
の
減
額
措
置
を
導
入
す

る
た
め
、
条
例
の
所
要
の
規
定

を
改
正
・
追
加
す
る
。
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
額
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月

よ
り
産
科
医
療
補
償
制
度
が
見

直
さ
れ
、
健
康
保
険
法
施
行
令

等
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
に
お
け
る
出
産
育
児
一
時

が
、
財
政
状
況
や
近
隣
市
の
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
は
従
わ
な
い

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
一

般
職
の
給
与
と
の
均
衡
を
考
慮

す
る
と
あ
る
が
、
元
々
格
差
が

あ
る
の
で
必
ず
し
も
下
げ
な
く

て
も
良
い
の
で
は
。

答　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
地

方
公
務
員
法
に
基
づ
き
任
用
さ

れ
る
非
常
勤
職
員
で
あ
る
の
で

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告
を

踏
ま
え
る
の
は
妥
当
だ
と
考
え

て
い
る
。

問　
一
般
職
員
、
再
任
用
職
員

そ
れ
ぞ
れ
１
人
当
た
り
の
影
響

額
は
ど
れ
位
か
。

答　
一
般
職
員
が
約
３
万
６
千

円
、
再
任
用
職
員
が
約
１
万
２

千
円
と
な
る
。

問　
他
市
の
状
況
は
。

答　
東
京
都
の
調
査
結
果
で
は

39
市
区
町
村
の
う
ち
、
「
12
月

に
引
き
下
げ
を
検
討
」
が
34
団

体
、
「
そ
の
他
」
が
５
団
体
と

な
っ
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

金
の
額
を
４
千
円
引
き
上
げ
、

支
給
総
額
42
万
円
を
維
持
す
る
。

未
就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均

等
割
額
の
減
額
措
置
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
全
世
代
対
応
型
の

社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
未
就
学
児
に
係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
の
５
割

を
減
額
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
回
の
軽
減
策
の
国
で
の

法
律
改
正
に
至
っ
た
背
景
は
。

答　
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
全
世
代

対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
可

決
さ
れ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問　
被
保
険
者
の
負
担
や
手
続

き
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答　
産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛

金
が
４
千
円
下
が
っ
て
、
出
産

育
児
一
時
金
の
本
体
分
が
４
千

円
上
が
る
の
で
、
改
正
に
よ
り

被
保
険
者
の
経
済
的
な
負
担
は
、

４
千
円
軽
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

手
数
料
改
正
と
同
じ
内
容
で
改

正
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
長
期
優
良
住
宅
は
市
内
に

ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答　
平
成
29
年
か
ら
令
和
２
年

の
４
年
間
の
値
で
、
約
15
％
の

新
築
住
宅
が
長
期
優
良
住
宅
の

認
定
を
取
得
し
て
い
る
。

問　
以
前
建
設
さ
れ
た
物
件
等

に
も
適
用
で
き
る
の
か
。

答　
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
住

宅
を
増
築
改
築
す
る
場
合
も
こ

ち
ら
の
認
定
制
度
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
回
の
改
正
の

中
で
、
１
年
６
か
月
以
降
で
施

工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、

既
存
の
住
宅
に
対
し
て
も
長
期

優
良
住
宅
の
認
定
を
す
る
こ
と

が
含
ま
れ
て
い
る
。
令
和
４
年

10
月
１
日
施
行
予
定
。

問　
長
期
優
良
住
宅
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

答　
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
額
の
引

き
上
げ
、
税
の
特
例
、
地
震
保

険
料
の
割
引
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

常
任
委
員
会
の
模
様
は
、

常
任
委
員
会
中
継
か
ら
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第
５
回
臨
時
会
及
び
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
審
査
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

第
５
回
臨
時
会

第
４
回
定
例
会

＊
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第１回 ・活動内容の説明
 ・市議会ホームページ検討協議会のまとめ
 ・庁内担当部署との打ち合わせ報告
第３回 ・各ページの役割決め
第４回 ・他市議会ホームページの調査研究
第５回 ・トップページのイメージ及びアイコンの決定
第６回 ・各ページの検討
 ・各ページの検討
 ・議会カレンダーについて
第８回 ・市議会トップページの写真の決定
 ・各会派からの意見聴取
第９回 ・議会カレンダーについて
 ・各ページの掲載方法（PDF）について

 ・議会トップページのデザインの確認
 ・各ページの確認

第11回 ・各ページの確認
第12回 ・リニューアルのスケジュール確認

第１回 ・活動内容の説明

 ・他市議会報編集方針の調査研究

第３回 ・作成スケジュールの確認
第４回 ・他市議会報編集方針・議会だよりの調査研究
第５回 ・現状の確認、課題・問題点の洗い出し
第６回 ・他市議会報編集方針・議会だよりの調査研究
 ・現状の議会だよりにおける課題整理
 ・中間報告（素案）について
第８回 ・中間報告（素案）の見直し

 ・他市議会へのインタビュー報告
 ・中間報告書について

 ・キャッチフレーズ・スローガンの決定
 ・掲載項目について
 ・他市議会への視察について
 ・広報委員会における報告事項の確認
第11回 ・議会報編集方針（案）の作成
第12回 ・議会報編集方針（案）の精査

回数 内容
ホームページリニューアル

第２回

第10回

第７回

回数 内容
議会報編集方針

第２回

第10回

第７回

第９回

委員会室 キッズコーナーと親子傍聴席

免震構造視察

ホームページリニューアル分科会の様子

議会報編集方針分科会の様子

参加者

清
瀬
市
は
、
令
和
３
年
５
月

６
日
に
新
庁
舎
が
開
庁
し
、
議

会
棟
も
新
し
く
な
っ
た
。
新
し

い
議
場
は
、
市
議
会
の
新
庁
舎

特
別
委
員
会
に
よ
る
審
議
や
、

市
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
た

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
に
基
づ

き
設
計
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
そ
の
新
施
設
・
シ
ス

テ
ム
等
に
つ
い
て
視
察
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

新
し
い
議
場
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
フ
ラ

ッ
ト
な
構
造
で
、
質
疑
席
へ
の

昇
降
式
演
壇
の
採
用
、
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
、
議
場
入
口
に
展
望

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
市

民
が
来
庁
・
傍
聴
し
や
す
い
環

境
整
備
に
努
め
て
い
た
。

ま
た
、
「
子
ど
も
も
一
緒
に

議
会
を
傍
聴
し
た
い
」
と
い
う

市
民
の
声
に
応
え
、
議
場
と
防

音
ガ
ラ
ス
で
隔
て
た
個
室
の
親

子
傍
聴
席
が
新
設
さ
れ
た
。
室

内
で
は
、
議
場
内
の
音
声
が
ス

ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
聞
け
る
ほ

か
、
４
人
掛
け
の
ベ
ン
チ
シ
ー

ト
と
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
内
に
授

乳
・
保
育
ス
ペ
ー
ス
が
新
設
さ

れ
、
子
ど
も
連
れ
の
方
も
気
軽

に
議
会
の
傍
聴
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
た
。

委
員
会
室
は
議
場
に
隣
接
し

て
お
り
、
間
仕
切
り
を
開
放
す

る
こ
と
で
予
算
・
決
算
特
別
委

員
会
な
ど
の
大
人
数
の
会
議
に

も
対
応
で
き
、
面
積
の
縮
減
と

稼
働
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、

委
員
会
室
・
議
場
は
災
害
時
、

市
民
の
受
入
れ
等
に
も
活
用
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た

電
子
表
決
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

表
決
結
果
が
速
や
か
に
モ
ニ
タ

ー
に
表
示
さ
れ
、
傍
聴
者
に
も

わ
か
り
や
す
く
ス
ム
ー
ズ
な
議

会
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

感
じ
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
施
さ

れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ

る
入
室
制
限
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

会
議
に
専
念
で
き
る
環
境
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
市

民
等
と
話
が
で
き
る
面
談
室
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
聴

機
能
へ
の
配
慮
も
感
じ
ら
れ
た
。

市
民
に
身
近
で
機
能
的
な
議

場
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の
議

場
改
修
等
に
向
け
て
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
は
旧
庁
舎
の
耐
震
性

能
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

防
災
機
能
を
備
え
た
建
物
と
な

っ
て
お
り
、
基
本
理
念
の
１
つ

で
あ
る
「
安
全
安
心
な
庁
舎
づ

く
り
」
に
向
け
た
免
震
構
造
、

防
災
関
連
部
署
を
庁
舎
３
階
に

集
中
配
置
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、

屋
上
の
非
常
用
発
電
機
の
設
備

な
ど
、
参
考
に
す
る
点
が
多
い

と
感
じ
た
。

取組状況

ま
た
、
市
民
が
休
日
で
も
利

用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
や
、
電
気
を
使
わ
な
い
自
動

ド
ア
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
環

境
に
も
配
慮
し
た
構
造
と
な
っ

て
い
た
。

さ
ら
に
旧
庁
舎
か
ら
実
施
し

て
い
る
屋
上
を
活
用
し
た
養
蜂

を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
清

瀬
市
の
広
報
や
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
つ
な
げ
て
い
る
。
費
用
を
抑

え
つ
つ
、
地
域
の
特
徴
を
生
か

し
た
取
組
が
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
感
じ
た
。

他市議会のホームページをプロジェクターに投影
し、リアルタイムで調査研究をしながら意見を出し
合い、リニューアルページを検討しました。

取組状況
他市議会報・編集方針を持ち寄り調査研究を行い、
オンラインでの会議も活用しつつ、“伝わる議会だ
より” をテーマに検討しました。

議会運営委員会 視察REPORT

広報委員会活動報告

日程・視察先／令和３年10月28日　東京都清瀬市
報告者／議会運営委員長　酒井　ごう一郎
参加／委員８名、委員外議員５名、正副議長２名

「
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
」

「
議
会
棟
等
の
新
施
設
・

　
　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

広報委員会では２つの分科会に分かれ、協議を行いました。
ここでは、それぞれの分科会の活動内容をご報告します。 報告者 /広報委員長　大林　光昭

ホームページリニューアル分科会
内容　市議会ホームページのリニューアルに係る協議
座長　佐藤 公男
委員　かとう 涼子、納田 さおり、田中 のりあき、藤岡 智明

議会報編集方針分科会
内容　議会だよりの編集方針に係る協議
座長　中村 すぐる
委員　田村 ひろゆき、佐藤 大介、山田 忠良、中川 清志
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「我が街からのダイヤモンド富士」
撮影者　小原　純雄さん（柳沢在住）

「キャベツの合唱団　住吉支部」
撮影者　匿名（住吉町在住）

○
原
爆
暦
78
年
の
早
い
時
期
に

「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
」
を
配

布
す
る
事
に
関
す
る
陳
情

○
西
東
京
市
内
に
住
む
ひ
き
こ

も
り
の
人
た
ち
の
自
立
・
支

援
・
対
策
に
関
す
る
陳
情

○
福
祉
作
業
所
な
ど
で
働
い
て

い
る
利
用
者
に
市
か
ら
手
当

を
支
給
に
関
す
る
陳
情

○
西
東
京
市
の
国
民
健
康
保
険

料
「
均
等
割
」
半
減
対
象
を

中
学
３
年
生
ま
で
広
げ
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

（
以
上
、
文
教
厚
生
）

○
標
的
型
の
電
磁
波
・
超
音
波

編
集
後
記

昨
年
12
月
、
西
東
京
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
、
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

議
会
日
程
が
一
目
で
わ
か
る

カ
レ
ン
ダ
ー
の
導
入
、
議
会
だ

よ
り
と
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ

ン
ク
を
目
立
つ
場
所
に
配
置
す

る
な
ど
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

ペ
ー
ジ
を
目
指
し
ま
し
た
。
ご

覧
に
な
っ
て
の
ご
意
見
等
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
、
こ
の
議
会
だ
よ

り
に
つ
い
て
も
分
科
会
で
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
紙
面
に
限

り
は
あ
り
ま
す
が
、
思
わ
ず
手

に
取
り
た
く
な
る
よ
う
な
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（Ｔ

）

■
第
１
回
定
例
会
は
令
和
４
年

２
月
25
日（
金
）か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
１
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
２
月
18
日
（
金
）
ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会議名 冊　子

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

・情報公開コーナー
・議会図書室

・本会議

・常任委員会
・議会運営委員会
・予算特別委員会

ホームページ

2月下旬2月中旬

※１　議長は採決に加われないため、採決時は 9名

と
思
わ
れ
る
被
害
に
関
す
る

陳
情　
　
　
　
（
建
設
環
境
）

13
日　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
広
報
委
員
会

２
日　
広
報
委
員
会

11
日　
議
会
運
営
委
員
会

16
日　
第
４
回
臨
時
会
・
本
会
議

（
議
案
上
程
〜
付
託
、委
員

会
審
査
報
告
〜
議
決
）、予

算
特
別
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会

29
日　
議
会
運
営
員
会

30
日　
第
５
回
臨
時
会
・
本
会
議

（
議
案
上
程
〜
付
託
・
委

員
会
審
査
報
告
〜
議
決
）

企
画
総
務
委
員
会
・
議
会

運
営
委
員
会

３
日　
第
４
回
定
例
会
・
本
会
議

（
議
案
等
上
程
〜
付
託・委

員
会
報
告
〜
議
決
）・予
算

特
別
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
、広
報
委
員
会

６
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

７
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

８
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

９
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日　
企
画
総
務
委
員
会
、
文
教

厚
生
委
員
会

13
日　
建
設
環
境
委
員
会

14
日　
予
算
特
別
委
員
会

15
日　
予
算
特
別
委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
会
派

代
表
者
会
議

21
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
本
会

議（
議
案
等
上
程
〜
付
託
、

委
員
会
審
査
報
告
〜
議

決
）、
予
算
特
別
委
員
会

14
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

・本
会
議（
議
案
上
程
〜
付

託
、
委
員
会
審
査
報
告
〜

議
決
、報
告
）、
予
算
特
別

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会

25
日　
広
報
委
員
会

31
日　
広
報
委
員
会

そ
の
他

補
正
予
算

（
３
年
度
）

補
正
予
算

（
３
年
度
）

補
正
予
算

（
３
年
度
）

条
例
改
正

条
例
改
正

議
員
提
出
議
案

・西東京市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

・西東京市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例

・一般会計（第７号）

・一般会計（第８号）

・一般会計（第９号）

・西東京市住吉会館条例の一部を改正する条例

・西東京市国民健康保険条例の一部を改正する条例

・西東京市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例

・西東京市手数料条例の一部を改正する条例

・西東京市立公園条例の一部を改正する条例

・西東京市道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例

・市道路線の認定について（７件）

・東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増
加及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更について

・国民健康保険の子どもに係る均等割保険料（税）軽減措置の
対象範囲拡大の検討を求める意見書

・ウイグル人等の少数民族の自由、基本的人権の尊重及び法の
支配が保障されるよう働きかけることを求める決議

・一般会計（第 10号）

無
所
属
④（
１
）

無
所
属
③（
１
）

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム（
２
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
10
）※

１

結　
　
　
　
果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

会　　派
(  ) は所属議員数

件　　名

議員名については１面
をご参照ください

・一般会計（第６号）

第４回臨時会

第５回臨時会

第４回定例会

令和４年第1回臨時会

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○

〇賛成  ×反対

陳
情
の
結
果

（　

）
は
付
託
委
員
会

不
採
択

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

10
月

12
月

１
月

11
月

（
令
和
３
年
10
月
〜
令
和
４
年
１
月
）

会
議
の
開
催
状
況

■会議録の公開予定

第4回臨時会・第5回臨時会・第4回定例会・令和4年 第１回臨時会 議案の議決結果一覧
令和3年に応募をいただいた写真をご紹介し

ます。ご応募いただきありがとうございました。応募写真

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp

令和4年（2022年）2月15日 第95号 10西東京市
Nishitokyo City


